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平成23年10月25日発行／第113号 和泊町議会だより ②

可
決
さ
れ
た議

案
事
項

　

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
は
、

９
月
13
日
か
ら
28
日
ま
で
の
16

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、

上
程
さ
れ
た
議
案
や
陳
情
の
一

部
を
除
き
決
議
し
ま
し
た
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
改
正
。

●
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

定
住
促
進
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
。

●
社
会
体
育
指
導
委
員
会
条
例

及
び
和
泊
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審

議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
全
部
改

正
に
伴
う
改
正
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

　

ご
み
処
理
施
設
交
付
税
公
債

費
知
名
町
負
担
金
、
基
地
周
辺

対
策
整
備
費
、
障
害
者
自
立

支
援
医
療
費
、
離
島
振
興
大

会
（
仮
称
）
に
伴
う
議
会
棟
改

修
工
事
費
の
増
額
等
の
予
算

措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
８
，
１
９
５
千
円
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
６
，
０
９
０
，

０
８
３
千
円
。

（
白
百
合
土
地
改
良
区
運
営
補
助

費
の
修
正
可
決
）

※
議
場
退
席
議
員

　

宮
田
裕
雄
、
豊
枝
敏
勝
、

　

泉　

秀
樹
（
３
名
）

採
決
賛
成
議
員

　

前
田　

力
、
福
山
峯
之
、

　

盛　

泰
夫
、
山
下
幸
秀
、

　

伊
集
院
徳
二
、
赤
山
俊
彦
、

　

谷
山
健
一
郎
、
永
野
利
則
、

　

平　

勝
美
（
９
名
）

　

和　

正
巳
議
員
は
議
長
の
た

め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

２
号) 

　

保
険
給
付
費
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
、
保
健
事
業
費
、

諸
支
出
金
の
増
額
等
の
予
算

措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
４
，
４
８
４
千
円
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
１
，
０
７
０
，

５
４
５
千
円
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

号) 

　

保
険
給
付
費
、
総
務
費
、
諸

支
出
金
の
増
額
等
の
予
算
措
置

で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
，

９
６
５
千
円
追
加
し
、
予
算
の

総
額
は
８
１
０
，
０
４
７
千
円
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

　

保
健
事
業
費
等
の
予
算
措

置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，

６
２
５
千
円
追
加
し
、
予
算
の

総
額
は
７
１
，
７
１
０
千
円
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

１
号) 

　

需
用
費
等
の
予
算
措
置
で
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
０
千

円
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は

２
３
５
，
５
６
２
千
円
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号) 

　

町
単
独
工
事
費
等
の
予
算
措

置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，

９
２
０
千
円
追
加
し
、
予
算
の

総
額
は
２
６
１
，
９
１
３
千
円
。

●
平
成
23
年
度
和
泊
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
基
金
事
業
（
未
利
用
資
源
循

環
有
効
活
用
事
業
）
の
導
入
に

よ
る
予
算
措
置
で
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
，
５
０
９
千
円
追
加

し
、
予
算
の
総
額
は
２
１
４
，

６
３
１
千
円
。

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結

ト
ラ
ッ
ク
タ
ン
カ
ー
架
装
車

（
農
薬
廃
液
回
収
専
用
）
１
０
，

２
３
０
，
１
５
０
円
の
売
買
契

約
。

●
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
任
命
同
意

　
　

川
邊
裕
子
氏　

満
62
歳

（
手
々
知
名
）

条　

例

予　

算

の陳情 採択

そ
の
他
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●
川
内
原
発
増
設
計
画
の
中
止

な
ど
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

に
つ
い
て

●
「
町
有
財
産
払
い
下
げ
に
つ

い
て
」
の
要
望
書
に
つ
い
て

●
和
泊
町
議
会
の
議
員
定
数
削

減
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

※
採
決
反
対
議
員

　

和　

正
巳
、豊
枝
敏
勝（
２
名
）

採
決
賛
成
議
員

　

福
山
峯
之
、
宮
田
裕
雄
、

　

盛　

泰
夫
、
山
下
幸
秀
、

　

伊
集
院
徳
二
、
赤
山
俊
彦
、

　

谷
山
健
一
郎
、
永
野
利
則
、

　

泉　

秀
樹
、平　

勝
美（
10
名
）

　

前
田　

力
議
員
は
議
長
の
た

め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
に
関

す
る
陳
情
書
に
つ
い
て

●
川
内
原
発
増
設
計
画
の
中
止

な
ど
を
求
め
る
意
見
書

●
「
離
島
振
興
法
」
の
改
正
・

延
長
を
求
め
る
意
見
書

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
に
関

す
る
意
見
書

 

第
１
回
臨
時
議
会

会
開
・
平
成
23
年
７
月
12
日

可
決
さ
れ
た
議
案

●
財
産
管
理
調
査
特
別
委
員
会

設
置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

 

第
２
回
臨
時
議
会

会
開
・
平
成
23
年
８
月
９
日

可
決
さ
れ
た
議
案

●
財
産
管
理
調
査
特
別
委
員
会

廃
止
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

●
各
会
計
決
算
審
査
意
見
要
約

　

８
月
８
日
決
算
審
査
講
評
後
、

議
選
監
査
委
員
よ
り
平
成
23
年

２
月
と
３
月
に
不
正
な
公
印
使

用
が
あ
っ
た
と
言
う
報
告
を
受

け
、
再
調
査
を
行
っ
た
。
伊
地

知
町
政
の
大
胆
な
権
限
の
下
で

保
健
福
祉
課
等
の
活
性
化
の
き

ざ
し
が
見
え
る
と
講
評
し
た
直

後
の
事
で
あ
っ
た
。
２
回
の
公

印
盗
用
が
勤
務
時
間
中
に
あ
り
、

職
員
１
人
も
気
づ
い
て
い
な
い

と
言
う
事
態
は
言
語
道
断
の
事

態
で
あ
る
。
し
か
も
町
政
の
中

枢
機
関
で
起
き
た
と
な
れ
ば
伊

地
知
町
政
の
存
命
に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
る
。
公
印
規
定
や
文

書
規
定
が
順
守
さ
れ
ず
、
見
直

し
も
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば

町
長
の
分
身
と
し
て
努
め
る
べ

き
立
場
の
人
た
ち
の
怠
慢
は
単

に
内
部
処
分
で
済
ま
さ
れ
る
問

題
で
な
い
。
町
長
の
大
胆
な
人

事
刷
新
を
望
む
。
な
お
、
財
政

全
体
と
し
て
は
経
常
収
支
比
率

が
３
年
ぶ
り
に
90
％
台
を
切
り

実
質
公
債
比
率
も
14
％
台
に

入
っ
た
。
投
資
的
経
費
の
捻
出

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
が
、
年
度
末
の
臨
時
補

助
事
業
に
土
木
課
を
中
心
に
各

課
知
恵
を
絞
っ
た
面
が
見
え
る
。

●
水
道
会
計
決
算
審
査
意
見
要

約
　

本
年
度
純
利
益
は
前
年
度
比

６
，
７
９
９
千
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

毎
年
の
給
与
改
定
や
人
事
異
動

に
伴
う
給
与
格
付
け
の
差
に

よ
っ
て
増
減
す
る
。
平
成
22
年

度
は
職
員
数
が
対
前
年
度
１
名

減
と
な
り
、
人
件
費
の
減
に
比

し
て
一
人
あ
た
り
の
営
業
収
益

は
増
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
の

専
門
的
能
力
を
生
か
し
、
さ
ら

な
る
労
働
生
産
性
の
向
上
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
日
あ
た
り
の
平
均
配
水
量

は
、
２
，
５
１
０
㎥
（
前
年
度

２
，
５
４
５
㎥
）
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
施
設
利
用
時
状
況

の
良
否
を
総
合
的
に
表
示
す

る
施
設
利
用
率
は
年
々
低
下

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
第
７

次
拡
張
事
業
に
よ
り
配
水
能

採
択
さ
れ
た
陳
情

意
見
書
（
議
員
提
出
含
む
）

議員定数削減

監 

査 

報 

告

（
和
泊
町
代
表
監
査
委
員
　
上
原
　
清
）
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力
も
４
，
１
８
５
㎥
か
ら
５
，

０
０
０
㎥
へ
増
強
さ
れ
施
設
利

用
に
余
裕
が
で
き
て
い
る
。
平

成
22
年
度
期
末
の
資
産
総
額
は

２
，
４
５
４
，
７
５
３
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
22

年
度
の
未
収
金
は
、
年
度
末
で

３
５
，
０
６
１
千
円
（
未
収
補

助
金
１
２
，
２
０
３
千
円
を
含

む
）
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
債

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
末
残
高

１
，
６
９
３
，
１
０
９
千
円
で

あ
り
、
本
年
度
償
還
高
は
１
０
，

６
９
８
千
円
で
、
差
し
引
き

年
度
末
残
高
は
１
，
６
８
２
，

４
１
０
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
債
の
償
還
額
が
増
加
す
る

見
通
し
の
中
、
収
益
力
も
低
下

傾
向
に
あ
り
経
営
安
定
へ
向
け

た
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
第
７
次
拡
張
事
業
で
後
蘭

浄
水
場
一
式
工
事
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
直
営
工
事
と
し

て
配
・
給
水
管
敷
設
替
え
工
事

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
施
設
の
増

強
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

収
益
率
の
向
上
に
努
め
る
と
共

に
、
健
全
な
運
営
と
安
定
し
た

水
の
供
給
及
び
水
質
改
善
等
長

期
的
な
展
望
に
立
っ
て
建
設
改

良
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

収
益
力
に
つ
い
て
は
料
金
値

上
げ
に
よ
り
好
転
し
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
配
水
量
そ
の
も
の

が
減
少
傾
向
に
あ
る
為
、
厳
し

さ
が
増
し
つ
つ
あ
る
。
加
え
て

石
灰
処
理
の
課
題
も
有
り
、
硬

度
低
減
化
の
効
果
は
な
か
な
か

見
え
て
こ
な
い
。

●
財
政
健
全
化
審
査
意
見
書

普
通
会
計
に
お
け
る
健
全
化

比
率
は
特
に
問
題
な
し
。
実

質
公
債
比
率
は
単
年
度
１
４
．

４
４
％
で
３
カ
年
平
均
で
も

１
４
．
９
％
と
15
％
を
切
っ

た
。
標
準
財
政
規
模
が
増
大
し

た
事
に
よ
り
、
将
来
負
担
比
率

も
１
４
７
．
２
％
か
ら
１
０
９
．

３
％
と
改
善
さ
れ
た
。
他
方
で

地
方
債
や
負
担
金
の
増
加
を
抑

え
た
事
が
好
結
果
を
生
ん
で
い

る
。

平成23年10月25日発行／第113号 和泊町議会だより ④

10 月 10 日 豪雨災害にて

被災された方々に

お見舞い申し上げます。

和泊町議会議長
前田　力
議会議員
和　正巳、福山峯之、宮田裕雄、　盛　泰夫、豊枝敏勝、山下幸秀、
伊集院徳二、赤山俊彦、谷山健一郎、永野利則、泉　秀樹、平　勝美
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一　般　質　問
平成23年（６月）第２回議会定例会

質
問
１　

現
在
に
お
け
る
国
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答
弁　

国
は
８
月
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
、「
食

と
農
林
漁
業
の
再
生
実
現
会
議

の
中
間
提
言
で
示
し
た
諸
課
題

を
ク
リ
ア
し
、
な
お
か
つ
国
民

の
理
解
と
財
源
確
保
等
々
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
」
こ
と
を

閣
議
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

６
月
の
基
本
方
針
決
定
、
10
月

の
行
動
計
画
策
定
に
代
わ
る
新

た
な
工
程
を
、
日
本
再
生
全
体

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
復
旧
・
復

興
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。

質
問
２　

県
・
郡
内
市
町
村
、

及
び
本
町
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
引
き
続
き
要
請
し
て
い
る
か
。

答
弁　

県
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参

加
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
は
じ
め
、

地
域
経
済
へ
の
大
き
な
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
拙
速

な
判
断
を
せ
ず
、
国
会
に
お
い

て
十
分
審
議
す
る
な
ど
、
国
民

の
合
意
が
得
ら
れ
る
ま
で
時
間

を
か
け
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
知
事
も
「
賛
成

の
余
地
は
な
い
」
と
表
明
し
て

い
る
。
大
島
郡
町
村
会
も
含
め

た
鹿
児
島
県
町
村
会
も
、
農
林

漁
業
と
農
山
漁
村
の
再
生
の
実

現
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
反
対
す
る
こ

と
を
決
議
し
て
い
る
。
和
泊
町

と
し
て
も
今
後
と
も
引
き
続
き

関
係
機
関
と
連
携
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
に
対
し
反
対
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。　

泉　秀樹議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

早期完成が待たれる通学路の歩道整備

通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

町
内
の
通
学
路
で
交
通

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
歩
道

の
設
置
等
、
交
通
安
全
対
策
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

か
。

答
弁　

本
町
の
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
３
月
に
策

定
し
た
第
５
次
和
泊
町
総
合
振

興
計
画
に
基
づ
い
て
、「
安
全
で

利
便
性
に
富
ん
だ
道
路
整
備
の

推
進
」
を
目
標
に
、
通
学
道
路

を
中
心
に
歩
道
付
き
道
路
の
整

備
や
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

道
路
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歩
道
の
設
置
等
、
道
路
整

備
計
画
時
に
お
い
て
、
県
の
公

安
委
員
会
と
協
議
を
行
い
交
差

点
等
の
線
形
を
決
定
し
、
交
通

の
安
全
通
行
を
図
る
こ
と
に
努

め
て
い
る
。
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質
問　

公
有
財
産
の
管
理
処
分

及
び
和
泊
町
公
印
規
定
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

今
回
の
、
国
頭
字
に
お

け
る
町
有
地
に
つ
い
て
公
印
が

無
断
で
使
用
さ
れ
、
分
筆
と
建

物
の
建
築
が
行
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
公
印
の
管
理
上
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
有
財
産
管

理
の
上
か
ら
も
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
深
く
反
省

し
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
今
回
の
事
案
を

受
け
、
公
印
取
扱
主
任
及
び
補

助
員
の
任
命
や
そ
の
役
割
の
明

確
化
、
各
課
に
お
け
る
公
印
管

理
状
況
の
把
握
な
ど
公
印
管
理

体
制
の
充
実
強
化
と
、
職
員
の

盛　泰夫議員

財
産
管
理
、
危
機
管
理
、
防
災
・
減
災
対
策
、

医
療
福
祉
対
策
に
つ
い
て

公
印
に
対
す
る
認
識
の
強
化
を

図
っ
た
所
で
す
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問　

本
町
の
総
合
的
危
機
管

理
体
制
の
整
備
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁　

国
や
県
の
危
機
管
理
政

策
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

風
水
害
、
地
震
災
害
、
有
害
化

学
物
質
事
故
、
重
大
な
食
品
・

飲
料
水
等
事
故
、
感
染
症
対
策
、

武
力
攻
撃
等
住
民
の
生
命
や
財

産
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
災

害
や
事
件
等
に
対
処
す
る
た
め
、

職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
高
揚
、

特
に
日
々
の
業
務
を
通
し
て
の

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

に
努
め
、
危
機
事
象
が
発
生
し

た
場
合
、
即
行
動
が
で
き
る
体

制
の
整
備
を
図
る
。　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

質
問
１　

新
た
な
防
災
・
減
災

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答
弁　

津
波
に
よ
る
被
害
予
想

地
域
が
わ
か
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
沿
岸
部
の
低
い
地
域
に
標

高
が
わ
か
る
表
示
板
の
設
置
、

避
難
所
施
設
と
わ
か
る
看
板
の

設
置
等
を
行
い
、
平
素
か
ら
町

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
取
組

を
行
い
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
と
「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
意
識
と
「
自
分
の
地

域
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
高
め
る
事
で
災
害
予
防
と

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
を
図
る
。　

管理体制の充実強化を図る公印

10月 10 日豪雨による浸水家屋の救援活動をする消防団員

質
問
２　

役
場
庁
舎
建
設
の
方

向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
の
防
災
対
策
本
部
と
し

て
の
機
能
強
化
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
住
民
の
避
難
所
や
救
急

物
資
の
保
管
場
所
、
行
政
情
報

の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
し
て
の
働

き
も
充
分
に
備
え
た
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
、
外
部
委

員
を
含
め
た
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
協
議
を
進
め

る
中
で
、
建
設
の
時
期
、
場
所
、

財
源
、
利
便
性
等
を
総
合
的
に

判
断
し
検
討
し
て
い
く
。　

質
問
３　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
「
検
討
」

か
ら
ど
う
具
体
化
し
て
い
る
か
。

答
弁　

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を

募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

ま
だ
募
集
戸
数
の
５
戸
に
達
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
引
き

続
き
町
民
の
耐
震
化
に
対
す
る

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
リ
ホ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

改
修
工
事
に
つ
い
て
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

質
問　

和
泊
町
臓
器
移
植
術
等

旅
費
助
成
実
施
要
項
の
見
直
し

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

活
用
状
況
、
島
内
の
医

療
機
関
で
治
療
が
困
難
な
疾
病

を
患
う
患
者
と
の
公
平
性
や
他

の
市
町
村
の
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。
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携
を
図
り
な
が
ら
台
帳
整
備
を

行
っ
て
い
く
。

質
問
２　

公
有
財
産
の
無
断
売

買
に
関
し
て
「
和
泊
町
長
之
印
」

が
勝
手
に
押
印
さ
れ
て
い
る
と

い
う
告
発
事
件
が
発
生
し
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

答
弁　

昭
和
63
年
に
町
に
寄
贈

さ
れ
た
国
頭
字
の
町
有
地
に
、

町
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
建
物

が
建
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
住
民
か
ら
の
届
出
を
受
け

て
、
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

寄
贈
者
と
町
と
の
間
に
交
わ
さ

れ
た
覚
書
が
あ
り
、
そ
の
中
で

は
、
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
増

進
を
目
的
と
す
る
こ
と
や
、
売

買
、
賃
貸
等
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
町
に
事
前
の
相
談

等
が
な
さ
れ
ず
無
断
で
町
長
印

が
使
用
さ
れ
、
分
筆
登
記
を
し
、

建
物
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
の
公
印
の
管
理
体
制
が
充
分

で
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ

り
、
寄
贈
者
の
御
遺
族
及
び
関

伊集院　徳二議員

公
有
財
産
・
公
印
管
理
と

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

係
者
始
め
町
民
の
皆
様
に
は
心

か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
こ
の
よ
う
な
事
態
が
二
度

と
発
生
し
な
い
よ
う
、
職
員
の

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
法
令
に
則
っ
た
適
正

な
事
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
く
。

第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い
た

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

質
問　

６
月
定
例
会
で
議
決
さ

れ
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
平
成
24
年
度
に
向
け
た
事
業

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
弁　

評
価
の
結
果
を
参
考
に
、

財
政
事
情
や
社
会
情
勢
の
変
化
、

緊
急
性
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
高
さ

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
次

年
度
以
降
の
事
業
に
反
映
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。　

産
業
間
連
携
推
進
に
つ
い
て

質
問　

平
成
22
年
10
月
25
日
、

第
１
回
和
泊
町
産
業
間
連
携
推

進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
先
進

地
視
察
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
か
。

答
弁　

今
後
５
年
間
を
推
進
期

間
と
し
て
、
農
商
工
等
連
携
、

６
次
産
業
化
と
い
っ
た
取
組
み

に
よ
り
、
新
た
な
産
業
・
雇
用

の
創
出
、
経
済
の
活
性
化
、
地

域
の
総
合
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
、
農
商
工
等

連
携
や
６
次
産
業
化
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
や

沖
洲
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
組
織
力
強
化

と
産
業
間
の
情
報
共
有
、
連
携

強
化
が
図
り
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
な
ど
、
計
画
の
実
現
に

向
け
て
必
要
な
支
援
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。

過疎地域自立促進計画で建替え予定の給食センター

公
有
財
産
と
公
印
管
理
に
つ
い
て

質
問
１　

公
有
財
産
の
管
理
は

普
通
財
産
と
行
政
財
産
に
区
分

さ
れ
る
が
、
台
帳
整
理
を
含
め

て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
弁　

農
業
委
員
会
で
委
託
管

理
し
て
い
る
「
農
地
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
」
を
基
に
、
登
記
簿

上
の
地
目
表
示
の
土
地
に
つ
い

て
の
現
地
確
認
を
行
い
、
現
況

地
目
に
修
正
す
る
作
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
台
帳
整
備
に
か
な

り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

公
会
計
制
度
導
入
を
目
前
に
控

え
、
財
産
台
帳
の
整
備
を
目
的

と
し
た
補
正
予
算
を
上
程
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
財
産
所
管
課

が
責
任
を
共
有
し
、
相
互
に
連
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平成 22年度　全ての会計決算を認定
　平成 23 年度の一般会計及び特別会計・水道事業会計は決算審査特別委員会に付託審査され、最終本
会議で採決の結果全ての決算が認定されました。

一般会計

歳入総額 6,369,260 千円
歳出総額 6,119,784 千円

区　　　分
平成 22 年度

決算額 対前年度比

町 税 564,976 − 8,139

地 方 譲 与 税 89,420 − 2,553

利 子 割 交 付 金 1,875  55

配 当 割 交 付 金 249 − 39

株式等譲渡所得割交付金 269 161

地 方 消 費 税 交 付 金 61,199 − 106

自 動 車 取 得 税 交 付 金 13,001 − 2,267

地 方 特 例 交 付 金 19,184 6,346

地 方 交 付 税 3,268,300 160,010

交通安全対策特別交付金 1,786  42

分 担 金 及 び 負 担 金 43,393 2,723

使 用 料 及 び 手 数 料 106,855 15,634

国 庫 支 出 金 571,988 − 187,564

県 支 出 金 396,021 73,250

財 産 収 入 29,469 − 930

寄 附 金 13,499 4,695

繰 入 金 287,473  − 140,950

繰 越 金 223,310 − 218,479

諸 収 入 92,969 − 10,978

町 債 584,024  − 300,076

合 計 6,369,260  − 609,165

単位：千円 単位：千円

区　　　分
平成 22 年度

決算額 対前年度比

議 会 費 85,076 − 4,972

総 務 費 631,937  − 498,977

民 生 費 1,028,340  133,758

衛 生 費 522,862 − 21,412

農 林 水 産 業 費 541,693 − 187,599

商 工 費 78,240 37,150

土 木 費 703,469 − 299,361

消 防 費 128,828 − 11,112

教 育 費 618,103  105,523

災 害 復 旧 費 11,493 11,458

公 債 費 1,078,572 − 7,377

諸 支 出 金 691,171 107,591

合 計 6,119,784 − 635,330
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特別会計

歳入総額 2,417,104 千円
歳出総額 2,369,930 千円

会　　計　　別
歳　　　　入 歳　　　　出

決算額 対前年度比 決算額 対前年度比

国 民 健 康 保 険 999,231 − 83,036 998,031 − 80,017

老 人 保 健 1,173 − 16,223  1,173 − 15,217

介 護 保 険 787,032 25,283 782,367 40,275

奨 学 資 金 22,625  4,797  2,461 0

下 水 道 事 業 231,175 − 26,799  230,971 − 26,978

農 業 集 落 排 水 280,532 6,339  280,517 29,857

伊 延 港 ふ 頭 用 地 25,982  − 4,277 6,381 0

後 期 高 齢 者 医 療 69,354  353  68,029  − 150

特 別 会 計 の 計 2,417,104 − 93,563  2,369,930 − 52,230

水道事業会計
　 

区　分 総　収　益 総　費　用 純　利　益

水道事業会計 197,630  194,631  2,999

事業実施個所での事業説明を受ける委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員会

単位：千円

過疎道路整備事業伊延海岸線 うみがめビューポイント整備工事
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　経済建設委員所管事務調査について

当委員会の６月定例会後の所管事務調査についてご報告します。

宮古島市視察研修

日程　平成23年９月４日〜９月７日

参加者

経済建設常任委員会

　伊集院徳二、赤山俊彦、前田　力、福山峯之、谷山健一郎、永野利則、泉　秀樹

耕地課

　上山富秀

白百合土地改良区

　沖吉四郎、平山良市

目的

　平成25年３月末日に設立予定の国営土地改良区について、どのような問題点が設立までにあるの

かどうか、先進地の研修のため

視察内容

①国営地下ダムについて
工事終了後どのような施設の委託事業があるのか。

地下ダム資料館
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②県営畑かんについて
　地元町村の負担と受益者負担はどのようになっているのか、また、移動式畑かんと埋設型畑かん

の事業費はどのようになっているのか。

③土地改良区の運営について
　ＪＡを含めた外郭団体の補助金があるのか。

④特産品について
　地元で付加価値を付けた加工品について。

以上４点について調査をして参りました。

　宮古島での国営土地改良区については昭和55年に事業推進協議会を発足させ、平成元年８月に

宮古土地改良区の設立許可を受けています。協議会発足から８年もの期間を要しているとのことで

す。県営畑かんについては奄振と沖振では補助率の違いがあり沖縄県では９割の高率の補助率と

なっている。土地改良区の運営については市やＪＡを含めた外郭団体からの運営補助金も受けてい

る。特産品については、地元で付加価値を付けたアロエベラの化粧品や果樹を加工したジュース、

ゼリー商品など地元で研究開発された加工品が数多くあった。

　今回の宮古島視察を振り返って国営土地改良区の設立には、問題点の共有を計り受益者の理解、

協力を早急に得る協力体制を構築しなければならない。

高額で販売されているマンゴー

アロエベラを原料とした商品
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編
集
後
記

　
　
　

成
23
年
第
３
回
定
例
議
会

　
　
　

が
、
９
月
13
日
か
ら
28
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
議

会
は
、
前
年
度
に
お
い
て
執
行
部

が
可
決
さ
れ
た
予
算
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
、
ど
れ
だ

け
の
成
果
を
上
げ
た
の
か
を
質
す

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
が
あ

り
ま
し
た
。
課
毎
に
各
議
員
か
ら

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
そ
の
様
子

は
「
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
」
で
放
送

さ
れ
多
く
の
町
民
が
視
聴
さ
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
・
地
方
自

治
体
共
に
、
財
政
的
に
厳
し
い
年

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
東
日
本
大
震
災
・
台
風
・
大

雨
等
の
自
然
災
害
が
続
き
、
ま
す

ま
す
財
政
難
に
な
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
今
ま
で

以
上
に
、
効
率
の
高
い
予
算
の
執

行
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
我
々

議
員
は
、
町
民
の
声
を
聞
き
・
活

か
し
な
が
ら
、
執
行
部
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

（
文
責　

泉　
　

秀
樹
）

平議
　
　
長
　
　
前
田
　
　
力

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長
　
　
永
野
　
利
則

副
委
員
長
　
　
平
　
　
勝
美

委
　
　
員
　
　
山
下
　
幸
秀

同
　
　
　
　
　
泉
　
　
秀
樹

　

わ
た
し
た
ち
城
ケ
丘
中
学
校
の
３

年
生
は
、
１
学
期
の
総
合
的
な
学
習

の
授
業
で
、
和
泊
町
の
現
状
に
つ
い

て
調
べ
ま
し
た
。

調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
和
泊
町
の
抱

え
る
課
題
が
い
く
つ
か
見
え
て
き
た

の
で
、
課
題
解
決
の
た
め
に
、
わ
た

し
も
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
た
い
と

思
い
、
今
回
議
長
に
立
候
補
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
に

こ
の
議
長
席
か
ら
周
り
を
見
下
ろ
し
、

質
問
者
と
目
を
合
わ
せ
て
い
る
と
、

議
長
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、

上
手
く
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
を

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
番
で
は
ど
れ
だ
け
の
人

が
こ
の
議
場
に
入
る
の
だ
ろ
う
か
と

思
う
と
、
緊
張
も
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
日
、
子
ど
も
議
会
の
本
番
を
迎

え
、
予
想
通
り
緊
張
し
ま
し
た
が
、

こ
の
議
長
席
か
ら
は
色
々
な
も
の
が

よ
く
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
代
表
と
し
て
、
緊
張
し
な
が
ら

自
分
の
出
番
を
待
っ
て
い
る
質
問
者

の
皆
さ
ん
。
静
か
に
事
の
成
り
行
き

を
見
守
っ
て
い
る
、
両
校
か
ら
の
見

学
者
の
皆
さ
ん
。
わ
た
し
た
ち
中
学

生
の
質
問
に
、
丁
寧
に
答
え
て
く
だ

子
ど
も
議
会
あ
い
さ
つ

城
ケ
丘
中
学
校　

３
年

川
越　

き
り

さ
っ
た
和
泊
町
役
場
の
方
々
。
今
日

ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
先
生

方
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
り
、

和
泊
町
の
将
来
を
考
え
て
い
る
姿
を

み
た
と
き
、
議
長
を
務
め
る
不
安
は

無
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う

大
き
な
災
害
が
起
こ
り
、
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
日
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
元
に
し

て
、
わ
た
し
た
ち
の
和
泊
町
を
も
っ

と
魅
力
あ
る
町
に
し
、
再
び
日
本
が

立
ち
直
る
た
め
の
元
気
を
発
信
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
学
生
に
町
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

第 

15
回
子
ど
も
議
会

（
平
成
23
年
８
月
２
日
）

「テキパキと会議進行する
（あっぱれ！）」

「和泊町の災害避難場所について
問いただす」

「花の島「沖永良部」について
提言する」

「フラワー都市交流について
提言する」

「町のバリアフリーは、どのように進
められているか問いただす」 「赤土流出対策について問いただす」

「浄水場の石灰除去能力について
問いただす」

「伊延港の待合所の整備について
提言する」

「城ケ丘校区における町営住宅の建設
計画と少子化対策について提言する」

「和泊中学校のグラウンド整備につい
て提言する」

竹
下　

遥
議
員

（
城
ケ
丘
中
学
校
３
年
生
）

谷
山
勇
里
亜
議
員

（
城
ケ
丘
中
学
校
３
年
生
）

川
越
き
り
議
長

（
城
ケ
丘
中
学
校
３
年
生
）

大
野
真
子
議
員

（
和
泊
中
学
校
２
年
生
）

富
岡
翔
子
議
員

（
和
泊
中
学
校
２
年
生
）

今
井　

渚

（
和
泊
中
学
校
３
年
生
）

速
水
涼
雅
議
員

（
和
泊
中
学
校
２
年
生
）

寺
原
葉
月
議
員

（
城
ケ
丘
中
学
校
３
年
生
）

川
間
弘
明
議
員

（
和
泊
中
学
校
３
年
生
）

安
田
洋
幸

（
城
ケ
丘
中
学
校
３
年
生
）

第 15 回 子ども議会
（平成 23年８月２日）
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